
第１回

講演
過去の検体に未来を問う
ーコホートバイオバンク解析による潰瘍性大腸炎の発症予測ー

角田洋一 東北大学大学院 医学系研究科 消化器病態学分野 講師

オンデマンド配信
2025年9月16日［火］- 10月31日［金］

お問い合わせ先

東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 

共同研究・産学連携推進担当

tommo-sangaku@grp.tohoku.ac.jp

第２回は東北メディカル・メガバンク（TMM）計画の試料・情報を活用した疾患
発症予測モデルについての研究成果の紹介です。
講演では発症以前の血液試料と罹患歴、難病登録情報などを組み合わせて潰瘍性
大腸炎の発症予測について行った研究を紹介していただきます。
皆様の研究へのヒントが得られることを期待しています。

プログラム 約35分
・オープニング
・講演 
・本日のレシピノート

使った試料や情報、ポイントとなるメソッドなどのご紹介
・バイオバンクのご利用案内

申込方法 下記URLよりお申込みください

参加費 無料

主 催 東北大学 東北メディカル・メガバンク機構

案

第2回

バイオバンクの試料・情報を使った研究をしたい皆様に最先端の研究成果や、
研究に用いた試料・情報や解析法などポイントとなるメソッドをレシピとし
て紹介します。

https://us06web.zoom.us/rec/share/yIceRaJxp67TMp5AJk4MFptEbbqTcpU
o1MhtuDDo5ENhX9aUZOZft59MQdYcz3yZ.PU57Cy0XliooGE3V?startTime=
1757398010000
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